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研究成果の概要（和文）：縄文文化の漆工品はきわだつ存在感を有し、縄文文化の実像を探るためには必須の重要資料
と位置づけられる。しかし、多くが第一級の資料であるのと同時にきわめて脆弱であるため、詳細な検討を進めていく
上での制約は多い。本研究は、縄文文化の漆工品を代表する“漆櫛”について、実際の製作技術を“作り手の立場”か
ら復元することを目的におこなうものである。このために次の課題を調査した。（1）漆櫛の形態分類、（2）Ｘ線CTシ
ステムによる漆櫛の内部構造、（3）漆櫛の透かし模様の作出技術、（4）漆櫛の製作手順の復元。そして最終年度には
、シンポジウムを開催して、この研究によって得られた成果を公表した。

研究成果の概要（英文）：The lacquer product of the Jomon culture is placed as required a important 
document having presence to stand out to feel the real image of the Jomon culture. However, the 
limitation on pushing forward a detailed investigation is big because it is extremely weak with most of 
lacquer products being primary documents.This study paid attention in "lacquer comb" which represented a 
lacquer product of the Jomon culture. Here, I perform it for the purpose of clarifying a concrete 
production technology from "making the hands of the position".
For this, I investigated the following issues.(1) Form classification of the lacquer comb,(2) Internal 
structure (with the X-rays CT system) of the lacquer comb,(3) How to make of the clipping design of the 
lacquer comb,(4) The reconstruction of the production procedure of the lacquer comb.And in the last year, 
I held a symposium and announced the result that this study provided.

研究分野：文化財保存
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１．研究開始当初の背景 
縄文文化の櫛は、いずれも櫛頭部の幅よ

りも櫛歯方向の縦に長い竪櫛である。現在

の横櫛が主に髪を整えるためであるのに対

して、竪櫛は束ねた髪を留めるための具で

あったと推測される。木櫛、骨櫛、鹿角櫛

などとともに、漆系の素材を塗装あるいは

塑形の材料とすることで製作された漆櫛が

多数存在する。漆櫛には、素地の木胎を刻

み込んで櫛歯を作り出す刻歯式漆櫛と、櫛

の歯を並べて結束し、その結束部を塑形、

整形して製作される結歯式漆櫛が存在する。

全国的には、刻歯式漆櫛として、福井県鳥

浜貝塚出土例(縄文文化前期)がよく知られ

ているが、類例は乏しい。縄文文化の漆櫛

としては結歯式漆櫛が一般的であり、この

場合には本来的に、櫛頭部（本体部、棟部

とも呼ぶ）と櫛歯によって構成されている。

ただし、現在に残る漆櫛は、櫛歯を構成す

る木質が埋蔵環境中に腐朽して脱落し、櫛

頭部のみを残す事例が多い。 

縄文文化前期に遡るとされる漆櫛は、寸

法、形態、構造、材質などいくつかの要因

において、地域や時代あるいは遺跡、墓壙、

時には個々に画一性や独自性が混在する。

製作技術の差異とその特徴が反映した結果

と推定される。北海道では、とくに縄文文

化後期中葉から後期末葉にかけて、櫛頭部

の形状が台形を基本とする漆櫛が発達して

おり、縄文文化後期末葉には櫛頭部に透か

し模様を有するタイプも存在する。漆櫛自

体、当時の木工技術や漆工技術などの粋が

結実したものであり、さらにその本体部分

に透かし模様を作り出すという点で、より

一層難度の高い技術内容が要求されたと推

測する。これらの漆櫛について、どのよう

な素材が用いられ、またどのような手順に

よって作り上げられたのかなど、製作技術

に関わる実証的な調査事例は乏しく、全体

像が明らかにされない状況が続いている。 
 

２．研究の目的 
ウルシ（漆の木の樹液）は接着材や塗料

としてたいへん優れており、漆製品の主原

料として用いられてきた。考古学的な調査

によると、日本列島では少なくとも縄文文

化が始まって間もなくからウルシが利用さ

れるようになり、その技術は脈々として受

け継がれていた。 

縄文文化の漆工品はきわだつ存在感を有

し、縄文文化の実像をさぐるためには必須

の重要資料として位置づけられる。しかし、

多くが第一級の資料であるのと同時にきわ

めて脆弱であるため、詳細な検討を進めて

いく場合の制約は多い。そのため本研究は、

縄文文化の漆工品を代表する“漆櫛”につ

いて、非破壊的な立場から検討することに

よって有効な知見の抽出につとめ、実際の

製作技術を“作り手の立場”から復元する

ことを目的としておこなうものである。 
 
３．研究の方法 
漆櫛の製作技術について、次のように検

討した。 

(1) 漆櫛の形態分類； 

縄文文化の漆櫛は、縄文文化前期に出現

して以来、時代、地域さらには個々の漆櫛

によって製作技術の差異が確認される。本

研究は、その全体像を明らかにすることを

目的に進めるものであり、そのために、こ

の間には関係資料の実見につとめるととも

に、発掘調査報告書における関係情報のデ

ータベース化を進め、全国出土例について

の形態分類を試みた。あわせて漆製品に関

わる研究者、担当者などとの打ち合わせに

よる情報収集と情報交換を行うことにより、

漆櫛の製作技術に関わる諸課題を整理した。 

(2) Ⅹ線 CT装置を用いた内部構造調査； 

本装置によると、漆櫛の内部構造を三次

元的にしかも非接触的・非破壊的に検討す

ることが可能であり、製作諸段階の技術を

実証的に明らかにすることが期待される。



北海道の縄文文化における漆櫛の中から代

表的な事例として小樽市忍路土場遺跡出土

例、八雲町野田生 1遺跡出土例（ともに縄

文文化後期中葉）と、恵庭市カリンバ遺跡

出土例（縄文文化後期末葉）を取り上げて

内部構造調査をおこなった。 

（3） 透かし模様の作出技術； 

縄文文化後期末葉期に出現する「透かし

模様入漆櫛」における「透かし模様が、ど

のような手順・内容によって行われたのか」

などの作出技法を明らかにするために、恵

庭市カリンバ遺跡出土例（縄文文化後期末

葉）の中から、透かし模様入漆櫛の事例を

検討した。 

（4） 製作手順の実験的復元； 

縄文文化の漆櫛は、①櫛歯の結束、②塑

形、③塗彩の手順をへることによって製作

される。このうちの櫛歯の結束についてモ

デル的な製作技術を想定することにより実

験的な復元を試みた。 

 
４．研究成果 

本研究によって、次のような知見を得た。 

（1） 漆櫛の形態分類； 

漆櫛の形態について、櫛頭部の平面形の

特徴に基づいて大きく 6区分した上で、時

代と地域との対応関係を検討した。その結

果、平面形の特徴から、Ⅰ（角状突起を強

調した平面形）、Ⅱ（台形）、Ⅲ（方形）、Ⅳ

（逆台形）、Ⅴ（半円形）、Ⅵ（その他）の

6 群に大別される。この中で、Ⅱは台形上

辺の湾曲状態、及び台形上辺両端にある角

状突起の有無とその強弱、Ⅴは横長、縦長、

装飾部の有無などによってそれぞれ 3種に

細分した。北海道では、とくに縄文文化後

期中葉から後期末葉にかけて、このうちの

台形を基本とするⅡ群（Ⅱ-a、Ⅱ-b、Ⅱ-c）

が発達した。 

（2） Ⅹ線ＣＴによる内部構造調査； 

 ①小樽市忍路土場遺跡出土例および八雲

町野田生 1遺跡出土例（ともに縄文文化後

期中葉）は、断面全体に厚薄の変化は小さ

く、肉厚も大でありかつ堅牢に作り上げら

れている。櫛頭部を構成する漆系素材は、

内容物としての混和物も少なく、櫛頭部を

形作るための塑形材料としてではなく、塗

装材料としての性格が色濃く観察される。 

②恵庭市カリンバ遺跡出土例（縄文文化

後期末葉）は、断面の厚薄の差は大きく、

漆系素材は塑形材（モデリング材）として

用いられている。塑形部分のうち、とくに

透かし模様部分では薄く削ぎ込まれており、

透かし模様の作出を前提とした塑形作業が

進められたと推測する。また、塑形材料中

に含まれる漆系素材中の混和物の比率も高

く、塑形作業および透かし模様の作出との

関連性が推測される。 

Ⅹ線ＣＴ調査によると、櫛歯を結束する

（まとめ上げる）ための糸・紐の様子も確

認できるなど、漆櫛個々の製作技術内容を

非破壊的・非接触的に確認することが可能

である。今後とも、このような調査手法を

積み重ねることによって、結束技法などに

ついて、具体的な議論を進めるための情報

が得られる可能性は大きい。同時に、漆櫛

をはじめとする縄文文化の漆製品など、脆

弱な遺物・文化財などに関わる調査を進め

る場合には、極めて有効な調査手法である

ことが確認された。 

（3） 透かし模様の作出技術； 

漆櫛の中には、その櫛頭部に三角形、勾

玉形、竪臼形、あるいは十字形、円形、菱

形などの透かし模様を有するタイプが存在

する。漆櫛自体、当時の木工技術や漆工技

術などの粋が結実しており、さらに加えて

その本体部分に透かし模様を作り出すとい

う点で、より一層難度の高い技術内容が要

求されたことが推測される。 

透かし模様の作出技術としては、①切り

抜き法、②編み上げ法、さらには、③束ね



上げ法なども存在したと推測する。このう

ちの“切り抜き法”については、いったん

漆櫛の形を作り上げた後に、透かし模様部

分を切り抜く方法である。この“切り抜き

法”は台形を基本とする漆櫛（研究代表者

による分類のⅡ-c 群）を基礎に成立した可

能性が大きく、全国的な出土状況との対比

において、この技術は縄文文化後期末葉の

北海道において創出され、体系的に確立さ

れたと推測する。 

本研究では、縄文漆工最盛期の状況を物

語る好個の資料として漆櫛を取り上げた。

とりわけ、透かし模様入り漆櫛に注目する

と、縄文文化後期末葉の北海道において創

出され、発達した可能性が高い。このこと

から研究代表者は、この時期の北海道にお

ける縄文漆工を取りまく状況とその背景に

ついて、①基礎技術の確立（漆工技術の安

定化）、②技術革新（塑形材の開発など）、

③技術移転（石や骨・鹿角など他素材で培

われた旧来技術を漆素材に対して転用）な

どが整えられ、これらの条件が融合的に結

合することによって透かし模様入り漆櫛が

生み出されたと推論する。 

（4） 製作手順の復元； 

この間に得られた漆櫛に関わる知見を前

提にして漆櫛の製作手順を復元し、博物館

における体験学習を進める上での関係キッ

トを整備した。 

 

以上、研究代表者および研究分担者が本

研究によって得た成果については、2014

年 12月 20日に北海道大学（学術交流会館）

を会場に開催したシンポジウム『文化財調

査におけるⅩ線 CT の活用』において報告

するとともに、研究内容に関わる質疑応答、

討論をおこなった。その結果として、今後

の課題と展望なども明らかにすることがで

きた。 
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